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ネオレストハイブリッドシリーズ手洗器付（ワンデーリモデル）
壁排水　カウンタータイプ
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便器取付中心線

接続代40mm
以上確保 後方壁面  

320±10 320±10 

  

フレキホース（手洗器用）

水栓

ネオレスト

配管カバー

排水ソケット

分岐金具

手洗器キャビネット

トラップ排水管

排水トラップ

手洗器

手洗器用排水ホース

コーナーカバー

配管ブラケット（間口側）

紙巻器

接続継手

ホースバンド

ゴムジョイント

上段カウンター

下段カウンター

上段補強桟

下段補強桟

配管カバー
（間口側）

※図は後ろ抜きリモデルMサイズ左勝手の場合。

②停電時に使用するため電池ボックスは取り外さない

①便器取り付け前に手動レバーを取り付ける

従来製品からの主な注意点

従来にはない施工が必要です。
必ず
実施

※図は後ろ抜きリモデル
　の場合。

※止水栓は必ず製品同梱の専用止水栓
　（フィルター付き）を取り付けてください。

けがき

平行確認

平行
確認

シール

床に当たるまで
回転させ中心線
を合わせる

仮組み

便器取付
中心線

排水ソケット中心線

便器取付
中心線

排水ソケット中心線

位置決めシート

（225） 

止水栓
位置確認 

給水隠ぺいタイプ　便器品番：CS989BDP 給水露出タイプ　便器品番：CS989BDX

床給水 

左給水の場合 

後ろ抜きリモデル（排水心高さ120～155mm） 

左右抜きリモデル（排水心高さ100～155mm） 

左右抜きリモデルのみ

後ろ抜きリモデルのみ

後ろ抜き・左右抜きリモデル共通

右給水の場合 

壁給水 

けがき1

止水栓・分岐金具2

排水ソケット3

排水ソケット・床継手2

2

3 けがき

平行確認

3

1
仮組み1

下穴φ3
固定片取付穴 ： ２カ所
排水ソケット取付穴 ： ４カ所
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後壁
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低 

床に当たる
まで回転

六角穴

ふさぎ
シート

ふさぎシート

ストレート管（長）

ストレート管（長）

はずしてねじ固定

六角穴

床継手

左に
向ける

ストレート管

既設止水栓
（流用不可）

パッキン
（袋ナットの内側）

取り外す

排水ソケット
の高さ調整

突き当たる
まで差し込む

排水管   

0
～
3
0
 

排水ジョイント
（別売品：HP82S）

突き当たる
まで差し込む

突き当たる
まで差し込む

4

3

六角穴

2

床に当たるまで回転2

1

1

2

4

4

3

3

5

2

2

3

3

トラスタッピンねじ
φ5×50（左右計４本）

なべタッピンねじ
φ4×30（4本）

トラスタッピンねじ
φ5×50（左右計４本）

分岐金具3

給水ホース4

排水ソケット6

止水栓の取り替え5

1

右に向ける1

1

1

1

2
3

4

6
5

塗布

塗布

トラスタッピンねじ
φ5×50（左右計4本）

シール

平行確認

けがき1

床に当たるまで
回転させ中心線
を合わせる

2

後壁

後壁

便器取付
中心線

排水ソケット中心線

便器取付
中心線

排水ソケット
中心線 位置決めシート

平行確認
平行確認

便器取付
中心線

排水ソケット
中心線

位置決めシート

位置決め
シート

下穴φ3
固定片取付穴 ： ２カ所
床継手取付穴 ： ４カ所
排水ソケット取付穴 ： ４カ所

3カット4

下穴φ3
固定片取付穴 ： ２カ所
床継手取付穴 ： ４カ所
排水ソケット取付穴 ： ４カ所

5

4

1

2

※インシュロックは切らないでください。 

シール 手洗器
便器

ウォシュ
レット

ウォシュ
レット

手洗器手洗器

2

2

後ろ抜き（排水心高さ120mm） 

便器

ステップ2ステップ１ ステップ5P.20 P.27本編 ステップ4ステップ31 給水・排水部※止水栓は必ず製品同梱の専用止水栓
　（フィルター付き）を取り付けてください。



2-S Sサイズの場合

2-M Mサイズの場合
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排水管中心線  

配管
ブラケット

施工補助材

端あわ
せる

手洗器側

手洗器側

【A寸法が1100mmより小さい場合】

【A寸法が1100mmより小さい場合】

【A寸法が1100mm以上の場合】

手洗器側

手洗器側

手洗器側

手洗器側

【A寸法が1550mmより小さい場合】

【A寸法が1550mm以上の場合】

【A寸法が1550mmより小さい場合】

【A寸法が1550mm以上の場合】

手洗器側

手洗器側
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732732

縦カバー

施工
補助材

縦カバー

732732

300

300

300

300

300

手洗器側

832

300

手洗器側

【A寸法が1100mm以上の場合】

720

70

給水隠ぺいタイプ　便器品番：CS989BDP 給水露出タイプ　便器品番：CS989BDX

3
寸
法
L 床

1 配管ブラケット

C

3

1 カウンター類の加工

5 手洗器キャビネット

6 下段カウンターの部材

カウンターをカットする場合

上

上段カウンター

下段カウンター

手洗器側

1600－L

カット

1

1

1

※カウンターの長さに
　よって、使用するねじ
　の数が異なります。

皿タッピンねじ
φ4×40

水平確認

▶本編 Ｐ.31参照

3 上段補強桟

座付なべタッピンねじ
φ3×6（1本）

エンド
キャップ

固定ねじ
φ4.5×50（2本）

押し当てる

高さを
あわせる

トラスタッピンねじ
φ4×20（2本）

けがき＋下穴（φ3）

ボードアンカー時、下穴（φ9）

1

2

キャビネット
側面

壁面

2

1

3

座付
なべタッピンねじ
φ4×16（6本）

トラスタッピンねじ
φ4×10（1本）

1

2

カウンター
キャップ

仮固定

ピッタリ

7 下段補強桟

※カウンターの長さによって、
　使用するねじの数が異なります。

皿タッピンねじ
φ4×40

8 下段カウンター
1

補強桟に
のせる

3

2

なべタッピンねじ
φ4×16（2本）

補強桟の線上で
なるべく離して
固定する

凸が上
配管支持材

カットしない

上マーク

4 上段カウンター

1

天板または固定扉に
軽く当てる

トラスタッピンねじ
φ4×30（4本）

けがき＋下穴（φ3）

トラスタッピンねじ
φ4×30（2本）

補強桟にのせる
2

22※

※1100mmより小さい場合は手洗器側のブラケットなし。

500以上

150

C－5

3

トラスタッピンねじ
φ4×20（6本）

2

けがき+下穴φ31

けがき+下穴φ31

ねじセット④

座付なべタッピンねじ
φ4×16（6本）

2

2

けがき+下穴（φ3）1

2

けがき＋下穴（φ3）1

平座金
（4個）

なべタッピンねじ
φ4.5×40（4本）

ねじセット①
【樹脂紙巻器の場合】 【メタル紙巻器の場合】

皿タッピンねじ
φ4×40（2本）

裏面
カウンターと
紙巻器の端を
あわせる

※ブラケットは2カ所

メタル製紙巻器の場合
※ブラケットは３カ所

※ブラケットは2カ所

720

φ4×16（2本）
皿タッピンねじ

けがき+下穴φ31

座付なべタッピンねじ
φ4×16（9本）

2

座付なべタッピンねじ
φ4×16（6本）

2

2

φ4×16（2本）
皿タッピンねじ

2

紙巻器固定材

紙巻器固定材

裏面

裏面

50
カウンター端から
50mmの位置

3 トラスタッピンねじ
φ4×10（1本）

1

2

カウンター
キャップ

仮固定

ピッタリ

手洗器キャビネットに押し当てる

8 下段カウンター
1

補強桟に
のせる

3

2

なべタッピンねじ
φ4×16（2本）

補強桟の線上でなるべく
離して固定する

凸が上

配管支持材

500以上

トラスタッピンねじ
φ4×20（6本）

2

けがき＋下穴（φ3）1

手洗器キャビネットに
押し当てる

2

1

トラスタッピンねじ
φ4×10（1本）

1

2

カウンター
キャップ

仮固定

ピッタリ

Sサイズ Mサイズ

紙巻器共通

70

1

1

1

1

ねじセット④
トラスタッピンねじ
φ4×14（4本）

座付なべタッピンねじ
φ4×16（9本）

けがき+下穴φ31

けがき+下穴φ31

けがき+下穴φ31

2

2

ねじセット④

座付なべタッピンねじ
φ4×16（6本）

2

2

裏面

裏面

樹脂製紙巻器の場合

※ブラケットは３カ所

※ブラケットは2カ所

メタル製紙巻器の場合
※ブラケットは３カ所

※ブラケットは2カ所

下穴あり

φ4×16（2本）
皿タッピンねじ

けがき+下穴φ31

座付なべタッピンねじ
φ4×16（9本）

2

座付なべタッピンねじ
φ4×16（6本）

2

2

φ4×16（2本）
皿タッピンねじ

2

紙巻器固定材

紙巻器固定材

裏面

裏面

2 トラスタッピンねじ
φ4×10（1本）

1

2

カウンター
キャップ

仮固定

ピッタリ

6 下段カウンターの部材

5 手洗器キャビネットの加工・取り付け

※カウンターの長さに
　よって、使用するねじ
　の数が異なります。

皿タッピンねじ
φ4×40

水平確認

※左勝手の場合

※電気温水器付
　の場合のみ

カット

仕上げ
面を前

穴をあわせる

のせる

2

テープ
（現場手配）
で固定する

3

1

7 下段補強桟

※カウンターの長さによって、
　使用するねじの数が異なります。

皿タッピンねじ
φ4×40 けがき+下穴（φ3）

固定ねじ
φ4.5×50（4本）

4 けがき＋下穴（φ3）

トラスタッピンねじ
φ4×20（2種）（1本）

5
6
トラス
タッピンねじ
φ4×20（2本）

電気温水器付自動水栓の場合

1

1

2

コンセント
カバー

Cキャビネット
側面

壁面

平座金
（4個）

なべタッピンねじ
φ4.5×40（4本）

ねじセット①
【樹脂紙巻器の場合】 【メタル紙巻器の場合】

皿タッピンねじ
φ4×40（2本）

2

※図は左勝手の場合。

下穴深さ5ｍｍ

上段補強桟

下穴深さ5ｍｍ

下穴深さ5ｍｍ

上段補強桟

上段補強桟

下段補強桟

下穴深さ5ｍｍ

仮固定1

トラスタッピンねじ
φ4×30（1本）
平座金 φ12

トラスタッピンねじ
φ4×50（1本）

カウンター下に
押し当てる

1
壁に押し
当てる

2
2

水平確認

配管ブラケット
位置けがき

3

配管
ブラケット

上に当てる2

10mm
差し込む

けがき

1 配管ブラケット

上段補強桟

下穴深さ5ｍｍ

下穴深さ5ｍｍ
上段補強桟

下穴深さ5ｍｍ

下穴深さ5ｍｍ

上段補強桟

上段補強桟

▶本編 Ｐ.34参照

▶本編 Ｐ.39参照

▶本編 Ｐ.42参照

1 カウンター類の加工
カウンターをカットする場合

上

上段カウンター

下段カウンター

手洗器側

1600－L

カット

1

2 上段カウンターの部材

カットしない

寸
法
A

L

奥行寸法Lの測定範囲

4 上段カウンター

1

壁に押し当てる
トラスタッピンねじ
φ4×30（6本）

補強桟にのせる

けがき＋下穴（φ3）

トラスタッピンねじ
φ4×20（1本）

2

23

A

紙巻器共通

※図は
　左勝手の場合。

3 上段補強桟

座付なべタッピンねじ
φ3×6（1本）

エンド
キャップ

けがき

配管ブラケット

10

配管
ブラケット

仮固定2

トラスタッピンねじ
φ4×30（1本）
平座金 φ12

トラスタッピンねじ
φ4×50（1本）

カウンター下に
押し当てる

1
壁に押し
当てる

2

けがき
カット1

500
-L ※図は左勝手

上マーク

70

70

70

70

70

上段下段の見分けかた　▶本編 Ｐ.28参照

カット1

けがき
+下穴φ3

2

2 座付
なべタッピンねじ
φ4×16（6本）

150

C－5

3下段補強桟

下穴深さ5ｍｍ

カット1

けがき
+下穴φ3

2

1

ねじセット④
トラスタッピンねじ
φ4×14（4本）

座付なべタッピンねじ
φ4×16（9本）

けがき+下穴φ31 2

2

裏面 上段補強桟

樹脂製紙巻器の場合
※ブラケットは３カ所

下穴あり下穴深さ5ｍｍ

70

2 上段カウンターの部材

A寸
法
A

L

奥行寸法Lの測定範囲

ステップ3ステップ１ ステップ5P.28 P.43本編 ステップ4ステップ2 2-S 2-M 手洗器キャビネット・カウンター

ステップ１ ステップ2 ステップ3 3 手洗給水・排水部 ※図はMサイズです。Sサイズも同様です。 ステップ5P.44 P.49本編 ステップ4

L 
手洗器設置側
の壁まで



4-S 手洗器Sサイズ

手
洗
器
M
サ
イ
ズ

-

3
手
洗
給
水
・
排
水
部

裏面裏面

皿タッピンねじ
φ4×16（1本）

ハンドル式水栓：1カ所
自動水栓：6カ所
電気温水器付自動水栓：
10カ所

【けがき位置】

型紙

1 1

3
マーク

△
 

排水管 
中心線 

接続

接続

C △
 

排水管 
中心線 

C

3
マーク

パッキン

ホースクランプ

手洗器

ゴムパッキン ゴムパッキン

菊座金

26

2
7
0

301
2
0

35

※図は左勝手※図は左勝手

自動水栓の場合

自動水栓の場合（つづき）

下穴φ3
（2カ所）

※図は左勝手の場合。

※図は左勝手の場合。

三角パッキン
向きに注意

シリコーン系
シール剤

1 排水金具

1

1

2
2

手洗器

カウンター上で
折り曲げる

トラスタッピンねじ
φ4×30（2本）

2 手洗器
型紙 225

（固定位置）

トラス小ねじ
M5×54（2本）

クッション材
を取り付け

固定金具
に差し込む

※図は左勝手

※図は自動水栓の場合
3

4

3

4

下穴あけ

配管固定材

フレキホース（手洗器用）

ハンドル式水栓 自動水栓

トラスタッピンねじ
φ4×30

パッキンパッキン

1

2
トラスタッピンねじ
φ4×30（3本）   

下穴
あわせ

コネクター（緑）

コネクター（赤）
6

5

電源コード（自動水栓）

7

2

座付タッピンねじ
φ4.5×38（2本） 

適切な長さ
にカット

※図は自動水栓の場合

2

3

4
パッキン

ホースクランプホースクランプ

※電気温水器付の場合不要

排水トラップ

3

5

4

6

2

1

8

塗布

配管固定材にトラップ排水管を通す ※固定はしない7

トラップ排水管を
配管固定材に固定

10

はめ込む9

1

壁に沿わせて設置
されているか確認 

5

6

座付タッピンねじ
φ4.5×38（2本） 

適切な長さにカット

ハンドル式水栓

2

三角パッキン
向きに注意

シリコーン系
シール剤

11 排水金具・固定金具

3

3

2

2

長
い

短い

クッション材を
取り付け

2 手洗器

水栓金具

下穴あけ

配管固定材

フレキホース（手洗器用）

1 3

2

押し当てる

けがき＋下穴（φ3）

皿タッピンねじ
φ4×40（1本）

配管固定材を固定する

1

トラスタッピンねじ
φ4×30（3本）   

下穴あわせ

1パッキン 34

自動水栓・電気温水器付自動水栓

3

4

5

6

※図は後ろ抜きリモデル
　Mサイズ左勝手の場合。

1

175
175ソケット

中心線  

150
70

3 フレキホース（手洗器用） 3 フレキホース（手洗器用）

給水隠ぺいタイプ　便器品番：CS989BDP 給水露出タイプ　便器品番：CS989BDX

壁に沿わせて設置 排水ホースの
後ろを通す  

排水ホースの
後ろを通す  

左勝手 右勝手 左勝手 右勝手

トラスタッピンねじ
φ4×40

・必ずゴムジョイントの下を通す
・この寸法の範囲で取り回す 

壁にすき間なく
沿わせて設置 

壁にすき間なく沿わせて設置 

フレキホース（手洗器用）を
とおしておく

フレキホース（手洗器用）を
とおしておく

支持アングル
下端

150

支持アングル
下端

70

支持アングル
の内側で
取り回す 

【左勝手】 【右勝手】1

1

1
塗布

後ろ抜き 左右抜き 

マークを
あわせる

マークを
あわせる

2 手洗器用排水ホース

2

配管ブラケットの固定4

縦カバーを
取り外す

1
施工補助材を
取り外す

2

3
水平確認

トラスタッピンねじ
φ4×40（5本）

配管ブラケットの固定4

縦カバーを
取り外す

1
施工補助材を
取り外す

2

3
水平確認

トラスタッピンねじ
φ4×40（4本）

90

35

上段カウンター

下段カウンター
皿タッピンねじ
φ4×40

けがき

2

配管固定材の取り付け

2 手洗器用排水ホース

90

35

上段カウンター

下段カウンター
皿タッピンねじ
φ4×40

けがき

2

配管固定材の取り付け

寸
法
L

手洗器
設置側
の壁まで 床

L 

C-115 L＋451

手洗器用排水ホース マークつける

2

塗布

コントローラー固定材
取付位置

カット

給水ホース
の固定

給水ホース
の固定

寸
法
C

1

塗布

必ずゴムジョイントの下を通す 

寸
法
L

手洗器
設置側
の壁まで 床

L 

C-115 L＋451

手洗器用排水ホース マークつける

カット

寸
法
C

ソケット
中心線 

ハンドル式水栓 自動水栓

壁と平行 壁と平行

ステップ１ P.50 P.54本編ステップ3ステップ2 ステップ4 4-S 手洗器Sサイズ ※手洗器Mサイズ

ステップ１ ステップ5P.44 P.49本編ステップ2 ステップ3（つづき） ステップ43 手洗給水・排水部 ※図はMサイズです。Sサイズも同様です。

ステップ１ P.55 P.58本編ステップ3ステップ2 ステップ4 4-M 手洗器Mサイズ ※手洗器Sサイズ ステップ4S

ステップ4M ステップ5

ステップ5

マークを
あわせる



10 器具類

5 下段カウンター（取り外し） 6 器具類

9 下段カウンター（取り付け）

8 ウォシュレット

11 確認・仕上げ

7
大
便
器

16.5

手洗器Mサイズ 手洗器Sサイズ

手洗器Mサイズ 手洗器Sサイズ

左勝手の場合のみ

完全にねじを抜かない
上げて取るねじをゆるめる

左勝手の場合のみ

ねじ固定

取り外し時に
ゆるめたねじ
に引っかける

なべタッピンねじ
φ4×40（4本）

C

後ろ抜きリモデル・左右抜きリモデル　給水露出タイプ・便器品番：CS989BDX 

後ろ抜き(排水心高さ120ｍｍ）　給水隠ぺいタイプ・便器品番：CS989BDP 

引っ張って外れ
ないことを確認手動レバー

クラフト紙に
包んだ状態のまま

注意書
（クラフト紙）

接着
ブロック

分岐金具を元の位置に戻す

1 手動レバー1 下段カウンターの取り外し

1 大便器固定の準備

1 ウォシュレットの設置

1 カバー類

1 メタル製紙巻器

2 大便器

1

3

4

センターラベル
をはがす

6

7

8

2

1

3

お引き渡し前に、必ず点検してください。

真横に
スライド

2 「カチッ」とはめる

※図はMサイズ
　左勝手の場合。

床仕上げ面

電気温水器設置位置

電気温水器付自動水栓
▶電気温水器施工説明書　　

※図は
　左勝手

床仕上げ面
▽

1

2

3

4

固定用ねじ
M4×5（2本）

固定アングル用
座付なべ小ねじM4×10（2本）

壁固定用木ねじ
φ4×30（2本）

穴をふさぐ

トラスタッピンねじ
φ4×30（2本）

7
▽コネクター（緑）

コネクター（赤）
6

7

※電気温水器付の場合不要

2

5 壁に沿わせて設置
されているか確認 

排水トラップ

3

5

4

6

2

1

8

塗布

配管固定材にトラップ排水管を通す ※固定はしない7

トラップ排水管を
配管固定材に固定

10

はめ込む9

7

引っ掛ける2

1

壁面

2

1

トラスタッピンねじ
φ4×30（1本）
平座金 φ12

トラスタッピンねじ
φ4×50（1本）

C－95

手洗器側

正面

向きに注意

壁面

カット2

面ファスナーを
張りあわせる

面ファスナーを
張りあわせる

11

1

3

2 タオル掛け（手洗器下取付タイプ）

トラス小ねじ
M4×25（2本）

トラスタッピンねじ
φ4×16（2本）

奥　側

皿タッピンねじ
φ3×16（2本）

手前側

▶専用施工説明書

接着ブロックが
つぶれるまで

5

1 下段カウンターの取り付け

11

2

寸
法
C

3

フレキホース（手洗器用）（つづき）6

センターラベル

2

1

外向き

後ろ抜きリモデル・左右抜きリモデルの場合

外向き

1

後ろ抜きの場合

汚れを取り除く2

便器排水口

ゴムジョイント

パネル取付基準線 

面ファスナー 張りあわせる（4カ所）

パネル取付
基準線 

張りあわせる（5カ所）

（面ファスナー 2カ所）

2 すっきりパネル

3 シリコーン系シール剤

1

1

1

1
2

ふさぎ板について

【すっきりパネル（左）】  【すっきりパネル（右）】  

必要に応じて　　　の部分を取り外す

排水ふさぎ板
手洗いふさぎ板

給水ふさぎ板

手洗器 Mサイズ 大便器

壁面

1

2

トラスタッピンねじ
φ4×30（1本）
平座金 φ12

トラスタッピンねじ
φ4×50（1本）

後ろ抜き（排水心高さ120mm） 　給水隠ぺいタイプ・便器品番：CS989BDP

後ろ抜きリモデル・左右抜きリモデル　給水露出タイプ・便器品番：CS989BDX

面ファスナー 

4

電源コード（自動水栓）

給水ホース
の固定

6
5

ステップ１ ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5 6 手動レバー5 下段カウンター（取り外し） 9 下段カウンター（取り付け） 11 確認・仕上げ8 ウォシュレット7 大便器 10 器具類

ステップ１ P.55 P.58本編ステップ3ステップ2 4-M 手洗器Mサイズ ※手洗器Sサイズ ステップ4S
ステップ4
（つづき） ステップ5

P.59 P.66本編
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